
日本気象学会および関連学会行事予定

行事名 開催年月日 主催団体等 場所 備考

可視化情報全国大会（京都
2015）

2015年10月10，
11日

(主催)一般社団法人可視
化情報学会
(協賛)日本気象学会

京都工芸繊維大学
松ヶ崎キャンパス
（京都市左京区松ヶ
崎橋上町）

第６回こども気象学会 2015年10月25日 日本気象学会九州支部 九州大学西新プラザ
（福岡市早良区西新
2-16-23）

http://msj-kyushu.jp/

event/children2015/01

children2015 info.pdf
 

Asian Conference on
 

Meteorology2015
2015年10月26，

27日
日本気象学会，中国気象
学会，韓国気象学会

京都大学国際交流
ホール（京都市左京
区吉田本町）

http://metsoc.jp/ACM
2015/

メソ気象研究会「最強の
熱 帯 低 気 圧 Haiyanと

Pam」

2015年10月27日 メソ気象研究連絡会 キャンパスプラザ京
都４F第３講義室
（京都市下京区西洞
院通塩小路下る東塩
小路町939）

http://meso.sakura.ne.jp/

mesoken/

日本気象学会2015年度秋季
大会

2015年10月28
～30日

日本気象学会 京都テルサ（京都市
南区東九条下殿田町
70）

「天気」62巻５号

平成27年度京都大学防災研
究所 共同研究・一般研究
集会「台風研究会」

2015年10月31日
～11月１日

京都大学防災研究所 京都大学宇治キャン
パス 防災研究所連
携研究棟３階大セミ
ナー室（京都府宇治
市五ケ庄）

「天気」62巻５号

第16回こどものためのジ
オ・カーニバル

2015年11月７，
８日

(主催)こどものためのジ
オ・カーニバル企画委員
会
(後援)日本気象学会

大阪市立科学館（大
阪市北区中之島4-2-
1）

http://www.geoca.org/16

th.html

第６回アジア・オセアニア
気象衛星利用者会議

2015年11月10
～12日

気象庁 東京国際交流館プラ
ザ平成（東京都江東
区青海2-2-1）

「天気」62巻５号

第13回大気科学とその大
気質への応用国際会議
（ASAAQ13）

2015年11月11
～13日

(主催)ASAAQ13実行委
員会
(共催)日本気象学会

神戸国際会議場（兵
庫県神戸市中央区港
島中町6-9-1）

平成27年度中部支部研究会 2015年11月24，
25日

日本気象学会中部支部 東海大学海洋学部清
水キャンパス１号館
大会議室（静岡市清
水区折戸3-20-1）

http://www.metsoc.jp/

chubu/kenkyukai.html

第17回非静力学数値モデル
に関するワークショップ

2015年12月１，
２日

(主催)非静力学数値モデ
ル研究連絡会，琉球大学
(後援)気象庁，日本気象
学会沖縄支部

那覇第一地方合同庁
舎共用大会議室（沖
縄県那覇市樋川1-
15-15）

「天気」62巻８号

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/

met rq/notice/201512

NHM-WS.html

第29回数値流体力学シンポ
ジウム

2015年12月15
～17日

(主催)日本流体力学会
(協賛)日本気象学会

九州大学筑紫キャン
パス（福岡県春日市
春日公園6-1）

第10回航空気象研究会 2016年２月９日 航空気象研究連絡会 気象庁講堂（東京都
千代田区大手町1-3-
4）（予定）

「天気」62巻７号

第13回天気予報研究会 2016年２月19日 天気予報研究連絡会 気象庁講堂（東京都
千代田区大手町1-3-
4）（予定）

「天気」62巻７号

825

2015年９月 79



日本気象学会2016年度春季
大会

2016年５月18
～21日

日本気象学会 国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）

「天気」62巻８号

日本地球惑星科学連合2016
年大会

2016年５月22
～26日

日本地球惑星科学連合 幕張メッセ（千葉市
美浜区中瀬2-1）

「天気」62巻８号

第４回中部ライフガード

TEC2016～防災・減災・
危機管理展～

2016年６月２，
３日

(主催)名古屋国際見本市
委員会
(協賛)日本気象学会

ポートメッセなごや
（愛知県名古屋市港
区金城ふ頭2-2）

第26回ゴールドシュミット
会議

2016年６月26日
～７月１日

(主催)日本地球化学会
(協賛)日本気象学会

横浜国際平和会議場
（神奈川県横浜市西
区みなとみらい1-1-
1）

http://goldschmidt.info/
2016/
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集後編 ダー」か「レーダ」記：「レー

降水現象の代表的な観測装置として，様々な

気象レ

か．

今日，

々な分野の機関により導入されてお

り，天気の記事でも比較的頻繁に「レーダー」の文字

を目にする．ここで，「

ーダーが様

と長音を明記した

が，radar（Radio Detecting and Ranging）のカタ

カナ表記は，どこの機関が整備したものか，あるいは

どの分野の著者かによって「レーダー」または「レー

ダ」に二分される．

レーダー観測を

レーダー」

年が過ぎた気象庁の場合，

古くから「レーダー」と長音を明記する方法で統一さ

れているが，他の機関が整備したものは「レーダ」と

長音省略の記述で統一されることが多いように思われ

る．なお，内閣告示第二号（H3.6.28）「外来語の表

記」によれば，原則は「レーダー」であるが，慣用に

応じて長音を省略することができるとされており，実

際，オンライン学術用語集では「レーダ」の表記も多

く見られることから，どちらか一方が正しいというこ

とはないようである．

文書校正の

始めて60

の揺れをチェックしている

と，こういった表記（特に名称）の違いに関して，時

折判断に迷うことがある．少なくとも同一著者の文中

で揺れている場合は統一した方が良いと思われるが，

固有名詞として記載されている場合は，『気象庁Cバ

ンドドップラーレーダー及び国土交通省Xバンド

MPレーダのデータを用いて…』などと混在を許すの

だろうか．

このような用語のバラつきは，カタカナ表記に限ら

ず国内外における観測装置の名称にも見られる．例え

ば，日本でウィンドプロファイラとして知られている

Wind Profiler Radar（WPR）は，ドイツなど，欧州

諸国ではRWP即ちRadar Wind Profilerという表記

が多勢のようである．今般，国際的な気象観測におけ

る技術規則やその関連文書の改訂が進められている

中，WPRがRWPとして統一されることがあるかも

しれない．

ちなみに，こんな瑣末なことを人一倍気にするの

は，私の肩書きに「レーダー」の文字が入っているか

らかもしれない．長音省略すると，響きが悪くなるの

である． （梅原章仁)作業で表記


